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1.は じめ に

埼玉県の気候は一言でいえば,も っとも典

型的な太平洋岸式気候である.埼 玉県はその

東部が関東平野,西 部が秩父山地のそれぞれ

中心的位置 を占めているため,太 平洋岸の気

候の特徴が典型的に現われる.

内陸にあって海風の影響 を受けないので,

気温の日較差は四季を通じて,か なり大きい.

盛夏は太平洋高気圧におおわれて晴天が続き,

昼間の気温が上昇 して,関 東地方ばか りでな

く全国的にみても指折の高温地域になる.

また夏,秩 父地方は雷雨の発生数が群馬県

の北 ・西部に次いで多く,全 国で も屈指の雷

雨発生地域である.特 に初夏には雹害を伴 う

ことが珍 しくない.

埼玉県の気候の特色の1つ であ り,農 業に

災害をもたらすことのある降雹について調査

した.今 回使 った資料は,埼 玉県 ・熊谷地方

気象台(1970)の 「埼玉県の気象災害」なら

びに吉野 ・宮内(1986,1987)が まとめた

「関東甲信地方の降雹 と雹害の記録集(1・

2)」 である.1901年 から1981年 の81年 問の

埼玉県の降雹について,そ の発生時の状態に

ついてまとめた.

2.降 雹の発生機構について

雹はおもに積乱雲から降る直径5mm以 上

の氷の粒 や固まりで,球 状か不規則な形 をし

ている.大 きさはえんどう豆大からみかん大

まである.大 型の雹が降る条件は,(1)強 い上

昇気流,(2)豊 富な水分,(3)大 粒の雲粒,(4)著

しい高度をもった積乱雲の存在,で ある.そ

して,そ の積乱雲の最盛期の段階で発生する

のが普通である.雹 はわが国の統計では,雷

雨の最も多発する真夏に少なく,5～6月 を

中心とした初夏に大きな極大が,10月 に小さ

な極大がある.こ の原因は,寒 冷前線や上空

に南下した強い寒気に伴 う雷雨によって発生

するものが多いからである.雹 の継続時間は
一般に短 く5～10分 ぐらいであるといわれて

いる.降 雹域はきわめて局地的である.

雹害は雹が降った り積 もったりすることに

よる被害で,多 くは雷害を伴 う.速 い速度で

落下する雹粒の強打が,人 と家畜を死傷させ,

屋根がわら ・ビニールハウス ・窓ガラスを破

壊し,水 稲 ・小麦 ・桑 ・野菜 ・果樹 ・葉たば

こ ・コンニャクなどの農作物などにも大きな

損傷 をあたえる.雹 害が最 も頻繁に発生する

のは北関東である.次 いで北海道北西部と東
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北地方の 日本海沿岸である。北日本の雹害は

寒候期に多い.

雹害 を防 ぐには,(i)雹 害を直接防 ぐに

は作物の上 を網で覆う,(ii)降 雹の被害を

受けた後は被害作物をその時期にあった他の

作物 に植え直す,(iii)降 雹を人工的に制御

するにはよう化銀 と燃焼材をつめたロケット

や高射砲弾を積乱雲に向けて発射し,雲 の中

で燃焼 させるなどの方法がある.関 東地方北

部では防雹網 を使用する果樹園が増えている.

これまでに,1917年6月29日 埼玉県北埼玉

郡中条村で重 さ3.4kgの かぼちゃ大の雹の固

まりが降ったという記録がある.

3.関 東甲信地方 の降雹の特徴

関東甲信地方の降雹が,日 本の中でどのよ

うな特徴 をもっているかを文献から概観する.

第1図 は関東甲信地方各都県における,

1931～1981年 の51年 間の降雹 日数を示す.最

も多いのは長野県で151日 に達 してお り,次

いで栃木県,群 馬県となる.山 岳地域をもつ

県で降雹の発生が多いといえる.

埼玉県はこれらの3県 よりは少ないが,県

西部に関東山地の中心部を持ち,北 部の平野

第1図 関東甲信地方における都県別降雹 日数

(1931-1981)

部は群馬県 と接 してい るため,降 雹 日数は

100日 におよぶ.年 に2日 程度の降雹を記録

していることになる.

最も少ないのは神奈川県の14日,次 いで東

京都27日,千 葉県32日 となっている.海 岸

部 ・平野部の都県では非常に少ない.

気象庁(1986)は1971-1984年 の県別,月

別の雹害発生回数を図示 している.こ の値に

はあ られ も含 まれているが,実 際にはほとん

どが雹であると考えてよい.こ れによると,

関東甲信地方では5・6・7・8月 に多いが,

栃木 ・群馬 ・埼玉 ・茨城の諸県では5・6・

7月 に多 く,長 野県では8月 に非常に多い.

西南 日本や東北日本に比べて,関 東甲信地

方 の降雹 回数 は非常 に多い.吉 野 ・宮内

(1986)は 次のように述べている.「関東甲

信地方,い わゆる中央 日本の山岳地帯は,地

表面温度は高くなりやす く,一 方,上 空には

寒気が侵入しやすいため,強 い上昇気流がよ

く起こり,降 雹回数が多 くなるのであろう.

また,月 別にみて,盛 夏の8月 に回数が極大

となるのは長野県だけである」.

吉野ほか(1987)は5cm以 上の雹が降っ

た場所の分布図を示 している.奥 秩父山地と

それに接する長野県山地,榛 名山の南～東

麓 ・赤城山の南～南東麓の海抜100～300mく

らいの地域,埼 玉県北東部の上尾一春日部一

久喜一羽生一北本を囲む地域 に多いことが示

されている.3-4.9cm雹 の分布と共通する

特徴 をもっていることか ら,5cm以 上の降

雹記録がある場合の気象条件 と3-4.9cmの

場合の気象条件は同じと考えてよい,と 述べ

ている.

3-4.9cmの 雹が降った場所の分布は,大

まかにみると関東周辺の山麓(埼 玉 ・群馬 ・

栃木)で 海抜百m内 外の地域 と,海 抜百mま

での山間部では谷に沿 った地域に分布が集中

している.

埼玉県の雹害は寒冷前線の通過または,熱

界雷が多い(関 東農政局統計情報部,1979).
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第2図 埼玉県における旬別降雹 日数(1901-1981)

さらに,降 雹の全回数では群馬県が多いにも

かかわらず,突 風を伴う激 しい降雹は埼玉県

の北部に多いことが吉野ほか(1987)に よっ

て明らかにされている.な ぜ ,こ の地域に集

中するかについては群馬県に発生 した積乱雲

が もっとも発達した状態になり,大 きな雹を

降らせるようになるのが,埼 玉県の県境付近

であるため,と 考えられている.

4.埼 玉県の降雹の特徴

4.1.旬 別 発生 日数

第2図 は1901年 か ら1981年 までの埼玉県の

降雹 日数 を旬別に整理 した もので ある.総 降

雹 日数は155日 で あ る.平 均 して年2日 弱の

降雹がある.

3月 ・4月 は数 日の発生であ るが ,5月 に

はいると10日 を こえる.5月 下 旬 には20日 に

達 してい る.6月 中旬 はやや少 な くなるが,

6月 下旬 か ら7月 中旬 にか けてやや多 くなっ

てい る.8月 以 降は8月 中旬 にやや多 くなる

が,そ れ以外 は数 日であ る.

埼 玉県 の降雹 の季節 は5月 か ら7月 である

といえる.第1の 極大である5月 下旬から6

月上旬は梅雨入 り前に,も うひとつの極大で

ある7月 中旬は梅雨明けの後に対応 している.

しか し,梅 雨の最中である6月 の下旬にも梅

雨明け後と同じ日数の降雹がある.

吉野 ・宮内(1987)は 関東甲信地方の降雹

日を旬別 ・年代別に整理 し,1961年 以降は梅

雨入 り後 に降雹の極大が現われるようになっ

たことを示 している.そ して,雹 害を受ける

側に変化が起 こったためではないか,と 推測

している.埼 玉県においても,当 然年代ごと

に降雹季節が変化 していることが考えられる.

しか し,年 代別に分析するには日数が少なく,

ここではこれ以上議論しない.

4.2.時 刻別発生数

第3図 に1901年 から1981年 までの埼玉県の

降雹開始時刻を1時 間ごとに整理 した.な お,

同じ日であっても,降 雹地域ごとに降雹開始

時刻が記載 されているものを全て集計 した.

総数は180例 である.ま た,時 刻ではなく,

午後,夕 方,夜 と記載されているものは別に

集計 した.12時 以前のものは午前 とし,0時
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第3図 埼玉県における降雹の開始時刻別件数

から明け方までのものは夜半 としてまとめた.,

この数は33件である.こ のほかに降雹開始時

刻が記載されていないものが13件 あった.

最 も多 くの降雹の始 まった時間帯は16時か

ら17時で,37件 である.次 いで,15時 から16

時の34件,17時 から18時の29例 となっている.

15時から18時の3時 間で,時 刻記載のあるも

のの56%を 占めている.こ れは,午 後早 くに

群馬県で発生 した積乱雲が発達しながら,埼

玉県に流入して雹を降らせるようになるのが,

大体16時 前後になるということを示 している.

午前中や20時以降は非常に少ない.積 乱雲

の発生前や通過後にあたるためと考えられる.

午前や夜半の降雹は,前 線によるものである

こ とが推測 され る.

4.3.降 雹 継続期間の特徴

第4図 は1901年 か ら1981年 までの埼玉県の

降雹継続時 間を整理 した もので ある.5分 間

まで,5～10分 間,10～20分 間,20～30分 間,

30～60分 間,お よび60分 間 以上 の6つ に分類

した.降 雹時 間の記載 は150件 で あ った.

降 雹の継続 時間は先 に述べ た ように従 来は,

5～10分 間 が多 い と考 え られていた.今 回の

調査で は,や や長 く,10-一 一20分間 が44件 で最

も多 くなってい る.こ れは雹害 をもた らす よ

うな降雹 を対 象 としてい ることによると考 え

られる.

降雹 の継続時間 はおおむね30分 間以 内であ

・ ・



第4図 埼玉県における降雹の継続時間別件数

る.こ れは,典 型的な積乱雲が地上のある地

点上空を通過する平均的な時間とほぼ一致 し

ている.降 雹をもたらすのは積乱雲の一部分

と考えられるので,降 雹時間は積乱雲の上空

通過時間よりやや短 くなる.

また,30分 間を超えるものは極めて少ない.

第1表 は1901年 から1981年 までの埼玉県の

降雹継続時間を旬別に整理 したものである.

5月 下旬と6月 下旬にやや長い時間降ってい

るものが多い.し かし,季 節による明瞭な差

異は見い出せない.

4.4.降 雹の大きさの特徴

降雹の記録 を調べていると,雹 の大きさに

ついて,ピ ンポン玉,鶏 卵大などという表現

が見 られる.古 い記録では二銭銅貨大,茶 碗

大などという表現 もある.こ れらには誇張が

あるかもしれないが,こ こではこれらの雹の

大 きさの記録をもとに集計を行なった.大 き

さは降雹現象の量的表現のひとつであると考

えることがで きるからである.

第2表 は,雹 の大 きさ別の旬別 降雹件 数,

お よび全降雹の旬 別件 数 を1901-81年 の81年

間 について まとめた ものである.こ こで は吉

野 ・宮内(1987)を 参 考 に し,記 載 され てい

る降雹の大 きさを4段 階に区分 した.す なわ

ち,(a)5cm以 上.記 録 にcm,寸 な どで表現

されてい るものはそれに従 い,か ぼち ゃ大,

茶 碗 大 とい う もの を こ こに含 め た.(b)3

-4 .9cm.こ れ もcm,寸 はその記録 に従 い,

鶏 卵 大 とい う記 録 を こ れ に含 め た.(c)

1-2.9cm.こ れ もcm,寸 は それ に従 い,親

指大,二 銭銅貨大,そ らまめ大,梅 干大,え

んどう豆大な どとい う記述 の もの をここに含

め た.(d)は0.9cm以 下 の もので,小 豆大 ・大

豆大 とい う記録 をこれに含 めた.な お集計 の

際,大 きさの記述 が上記 の分類の2つ に また

が って記載 されている場合 はその大 きい方 を

数 えた.雹 の大 きさの記録 は194件 あ った.

第2表 をみ る と,(a)の 階 級 の5cm以 上 の

雹が降 った件 数は埼玉県 で81年 間 に12件 を数

え,(b)の 階 級の3～4.9cmの 雹 では35件,(c)

の 階 級の1-2.9cmで は84件 を数える.こ の

ように大 きな雹がかな りの頻度で降っている

こ とは従 来 あ ま り知 られてい なか った事実

(吉 野 ・宮内,1987)の よ うである.

次 に,降 雹 の旬別変化 について述べ る.(a)

お よび(b)の 階級 では,5月 下旬 か ら7月 上旬

までの期 間に頻度が高 い.(c)の 階級で は,5

月 下旬 と7月 中旬 に多 い.全 降雹件数 は第2

表 の(e)に 示 した.梅 雨入 りの ころ と,梅 雨明

けごろに極大 が現 われる.

第2表 の右側 に,降 雹 の中では比較的大 き

いサイズの降雹件数{(a)+(b)+(c)}が,全 降

雹回数(e)に対 して占める比率 を示す.こ れ を

みる と6月 中旬 か ら7月 上旬 までは大 きい比

率 をしめ,そ の前後 に比較 して明 らかに大 き

い割合 を占めている.7月 上旬 は,全 降雹件

数は少 ないが,も しこの時期 に降雹が起 るこ

とがあれば,比 較的大 きな雹が降る確率が高

い ことを意味 している.こ の時期 は,暖 候期

・ ・



第1表 埼玉 県における降雹の時間別 ・旬別回数(1901-1981)

1～5分 ・～10

i {～2°

1～3°i～6° 160～1 計

L

3上 Q 0 1 0 0 Q 2

中 0 0 n 0 0 Q i

下 0 0 n n Q 0 1

4上 0 0 0 n 1 n 4

中 1 0 1 n 0 0 4

下 1 0 0 1 0 0 6

5上 2 8 2 3 1 1 27

中 1 1 3 1 1 0 1

下 n 4 S 6 Q Q 32

6上 3 4 4 1 0 Q 2S

中 4 Q 3 3 0 0 lA

下 4 4 6 4 1 n 23

7上 n 3 3 1 n 4 16

中 6 8 7 3 Q n 32

下 5 2 1 0 0 Q 1

8上 0 0 3 0 1 (1 S

中 2 Q 1 1 1 n 9

下 2 1 0 3 n n 8
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中 0 0 R 1 1 n .ri

下 Q 0 n 1 0 n 2
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O
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O

n

O
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n

2

中 Q 0 i 1 i
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i
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i
O

i
n

卜

計131135144131!8ill226

の中でも特に太陽高度が高く,地 表面の加熱

状態が最大になる季節である.そ のため,上

昇気流が強 くなり,大 きい雹が降ることが多

いと理解される.

4.5.特 に大きい降雹の記録

第3表 は1901年 から1981年 までの埼玉県の

降雹のうち,そ の大きさが(a)の階級のもの,

つまり,5cm以 上の降雹の一覧表である.

12例ある.1900年 代,1910年 代および1940年

代に各3例 起 こっている.降 雹の地域は埼玉

県 ・群馬県県境近 くの秩父郡 ・児玉郡が7例

と半数を占めている.

5.ま と め

埼玉県における降雹の特性を明らかにした.

過去81年 間の降雹記録を,そ の季節 ・降雹開

始時刻 ・降雹継続時間 ・降雹の大きさについ

て整理した結果,以 下のような特徴が示され

た.

埼玉県においては,平 均 して年2回 程度の

降雹がある.降 雹の集中する季節は,5月 か

ら7月,特 に5月 下旬から6月 上旬である.

降雹の開始時刻は15時 から18時の3時 間であ

る.し かも,降 雹の継続時間が10～20分 間と

やや長 く,雹 粒の大 きいものが50%を こえて

いる.

降雹の強さは,雹 害の程度に関係する.そ

れは雹の大きさばかりでなく,降 雹面積,降

雹時間なども問題になる.ま た,そ れらがか

りに同じ場合でも作物の成育段階に応 じて農
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第2表 埼玉県における降雹の大 きさ別 ・旬別回数(1901-1981)

(a)1(b)Lc) (d) (e)1(f)

3上 0 0 1 Q 2 5Q

中 0 Q A 1 1 0

下 0 Q n 0 1 0

4上 0 Q Q 3 4 Q

中 0 0 3 1 4 75

下 Q Q 2 1 6 33

5上 1 2 7 9 2? 37

中 2 n 1 2 13 23

下 1 S ]2 4 32 S6

6上 1 6 7 7 2S 56

中 0 3 7 3 i8 y6

下 1 6 7 7 2:3 61

7上 1 S 4 3 16 63

中 1 2 1A 7 32 66

下 1 1 S 5 13 S4

8上 Q 2 n 2 5 4Q

中 1 n 3 3 9 II

下 1 2 3 1 8 7y

9上 0 n 1 0 4 25

中 0 1 2 2 5 60

下

10上

中

下

1

0

0

0

O

n

n

i

1

i
i
O

0

1

0

0

2

1

i
n

50

Q

ii

11上 Q n 0 0 2 0

中 Q n n 1 1 0
.

下 oloioIl ololol;1

計ll2i35i・4}6・i226158

(£):5cm以 上.(b):3-4.9cm.(c):1-2.9cm.
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第3表 埼玉県における5cm以 上の降雹記録(1901～1981)

年 月Fl 開始 時刻 ・降雹 時間 雹の大 きさ(記 載通 り) 降雹地域

060703 午後 直径2寸 比企郡

0705ゴ4 1330か ら約15分 間 茶碗 大、重さ13～30匁 北足立郡

重00830 t6時 ご ろ～18時 ごろ 直径2寸 、重 さ47匁 秩父郡

140713 22時 ご ろ 約tO分 間 桃の実大 児玉郡

160926 1530か ら約RO分 間 鶏卵大から電球大 児玉郡

1?0629 夏 みかん大、 中に はかぼち ゃ大 北埼玉郡中条村

[雹 穴は直径4寸 ～1尺7寸]

410520 1R10ご ろ約30分 間 直径5Cmの 鶏卵大 のもの 秩父郡

4:iQ..812 14時 ごろ 指頭 大、直径7cm、 鶏卵大 南埼玉郡

47022 14時 ごろ.約30分 問 直径Scm余 り 井泉 ・村 君

S50710 午後 約10分 間 直径10cm、 直径5cm 秩父郡

56072.2 1630ご ろ 約S分 間 直径Scm 秩父郡

600606 1A35ご ろ 約5分 間 直径2～5Cm川 越 ・入 間郡

(注)年 は丙暦 で19を 省 き、1906年 は06と 記載 し距。
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作物への被害は異なるであろう.作 物の成育

の段階に応 じた差が,栽 培地域 と降雹地域の

局地性に加えて何にどれだけ被害をもたらす

かが違 ってくる.被 害を軽減するためには,

降雹の危険度の季節性を考慮に入れた作物の

選択,栽 培方法の改良が必要となる.

最後に,貴 重な資料集 ・文献を提供 くださ

った筑波大学吉野正敏教授に感謝します。

本論は著者のひとり飯塚が提出した1988年

度 「社会科演習H」 のレポー トをもとに,黒

坂が1931年 以前の資料 を加えて,再 整理 した

ものである.
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